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1’、目1 的

　集団生活への参加は，幼児の発達におけるγ型の大ぎ

な転換期ということができる。そして，集団ぺの適応の1

問題磁概して働鯛（保師）酔ことっ鮪参加
する子，ξ事にとってゑ重大な課題ξ ．なる。適応の、良否は

子ど鷲受け入れ廻の麟や岬者吻をこ即所撚
きい飛，同時に・予静の先行轡馳て曝庭で9生
活のあり方や親子関傑の問題を考えなけれ獣ならないり．

そこでわれわれは，初めて集団生活を経験する三歳児に

ついて，集団生活べの適応状態を観察するとともに，ご

．れまでの家庭での生活経験や親子関係などとり関連を考

察しよ．うとした。　こ．1ン

五方　法L』ξ　
旨ト

　　　1

耳・糟及び航糟の論、，、

愛麹鯛母と勲馨‘週顎騨と母日毎即

姦集譲濾叢灘塑し醗も牟讐
　観察は，ゴ入園後1ケ丹（5月曇”1学期終了時（マ月），’

3学期終了時（3舟）の三時点でノ幼稚園生活での子ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドにもの適応状態を三段階評定法にょり担任（1亥ラス2名i

の複御任制）に和し鄭咳存・観顯目嫉聯のi
ような卑象的にと俸義やすい20琿思で，適応参卑い巧か

今2遇0の得嘩晒点鯉処理を背爽
2，子ぐもの行動発津，

家離活に碑おデど吻轡を知る手餌 り疑
て，運動生活習置対入行軟脚噸域砕ごつ硬客
10項目，計40項自の質問を用意し， λ園時に母親に回答

を求めた。そして，1そのよラな行動ができる．と野う項目

にそれ．ぞれ1点を与え「て各領域ごとに得点を算出した。

3，親子関係調査

入園御ケ月備蝉瀬子懸融（悔察・畔
総合愛育研究所紀要第8集参照）を行った。

上綱料から撫もの集騨適応を噌わ響
肉を分析した。　　　　　　　　

　　　1メ　』：く i

皿結　　果．．　＝、

1、集団生活への適応状態　・

．・ 団生活ぺめ適応状態の得点（以下適応得点と6う）1

の分布及びその経遇を示じだものが第1、図であるよ同様

に，各観察時点の適応得点の平均値∫標準偏差で表診し

たものが第1表であ惹乱調査内容が一部で具体的行動を

とむえそ6る湯射相薄約評価の部分が多いため得点では

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘ雌な差はみ樋加科各瞭時点で平均徹約陣
の上昇がみちれる。こ’・

＿
こ薙を保育回数男糖こみると，rβ保育に比び年日饗荊

の方吃こ鯨の上昇秦木煮く｝日母育では入園ゆ初期の輿

化に比しその後の変化はゆる勉1；なってい為・ 観轡
点醐騨初め顧胡・：麺亭網胡と映て蝸
ことを考え合わせると，この傾向低さらに大ぎぐなる。i

　　　　　　　　　　　　　堕　　　　　 引・ く：　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　乙1第1図適応得点の分布どその経過’

．‘
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」品・一・鵠終了時　：、、

　40，　曳』　1

30

20

　
■　

一・一

　　　　，’ 　　
1、・二へ　　　　　　　　　　　一■　　　　、　￥　

　　　　、 』　1．／V、・
　　　　　　　　　1

！1・＼・蠕　　　　　　　　　　’，　　　

、、
　　　　　　　　・

・賦

e　　lヤヤ　　　　　　　　　　”　　　　　亀

σ’　　　　　　覧覧
　　　　　　　　　　1ノ、　　　、、、　　　　　「1－1　　　’・　　　　　　ヘワ　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　5

∫　　　　　　　　り　　　　　　　　　・、
　　　　　　　ノノ．，　　　～　　　　　∠，，〃！

人』

　得
点

1　6『11　16　21　26
．～　～　・～　～　1～・・～55　1015　202530　ββ＝

ど

／ 、

一6£一



日本総合愛育研究所紀要　　　第14集

第1表　各観察時点の適応得点の平均値と標準偏差　　　9）集団的謙題や指示によく応じますか

観察時1 1全体b繍陣保育 ノ＼／ゆもよぐ／ふつう1はずれる

入園後平均値
1ケ月　標準偏差

22．7　　　　　23．5　　　　　22．1

6，276　　　　　6，181　　　　6，341

1学期　平均’値．

終了時標準偏差

25．8　 　　　　27．1　　　　　25．0

5，375　 　　6，242　　　　4，447

3学期　平均値　 28．9　　31．7　　26．8

終了時　標準偏差　　5，256　　4，439　　4，825

入園後　　
24

1ケ月　　20，5

74

63．2

19

16，3

1学期　　　38
終了時　　31，1

72

59．0

12

9．8

3学期　　
59

終了時　　52．2

51

45．1

3
2．7

観察項目別に適応状態の経過を検討すると変化の著し

いものと，緩慢なものがみられる。変化の著しい項目は

第2表に示したものであり，こ燕に対し，先生に．親し

む，子どもから先生に話しかける，・友だ、ち遊びの中に入

る，友だちと協力する，集中性やおちっきがある，など

の項目は漸進的な経過をみせている。

・・ 2表・項目別にみた適応の変化

　　　　　　　　　（上段は人数， ．、下段は％）

4）名前を呼ばれた時返瑛ができますか、

11）友だちに話しかけたり誘いかけたりして遊びますか

＼1いつ司ふつうi誘いかけない
r入園後

1ケ月

13

11．1

52

44．4

52

44．4

1学期　　 工9

終　了　時 　　　　15．6

　75』　　　28
6j』．5　　　　　22，9

3学期　　　35
終了時　　31．0

69

61．1

9
8，0

＼1いつも元矧ふつうトできなレ・

入 園後

1ケ月

33

28．2』

67r

57．3

17

14，5

1学期　　
56

終了時‘ 45，9 ・「r　　　　　　　9
　　　　　　7，4

3学期　　
80

終了時　　 70．8

31

27．4

2
1，8

6）先生から話しかければ答えられますか

＼」いつも元気にトぶつう・1答糾れない

騰「 73』

．62－4．’

5
4，3

1学期
終了時！一

ちロ49

40P2
㌔

71

58．2

i2

1，6

3学期ド

終了 一時’、 唇41含1認＼
8）集団揚面で先生の謡をよく開いていますか1

＼いつもよkI ふつ司蹴ない

入園後
1， 死月

27
　　　73

23．1　　　　　　1 62．4

17

14，5

1 学期
終．了時

　49　　　　63　　　　10
40．2　・p　　　　　51』6　 　　　　　 8．2

寛、学郷　　　　・49

終了時　　43，3

59，

52，2

5
4』41

14）順番が守れますか

＼卜・つも守る1辮守る1守れない

入園後

1ケ月

9
7，7

100

85，5

8
6．8

1学期　　　18
終了時　　14，8

100

82，0

4

3．3

3学期142
終了時1　37，2

69

61，1

，2

1．8

16）靴，持物などの始末ができますか

＼iよくでき司》つ列できない

入園後

rケ月

42

35。9

62

53，0

13

11．1

工学期　　　57
終了時　　46，7

61

50．0

4
3．3

3学期　　　65
終了時　　57，5

47

41，6

1
0，9

18）絵画製作など技能的な問題がありますか

＼1聾畿1ふつう惨 る

入園後

1ケ月

9
7．7

104

88，9

．、4

3．4

1学期　　　20
終了時 　16，4

100

82，0

2
1，6

3学期　　　42
終了時　　37．2

68

60．2

3
2．7
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望月他』 主歳児の集団生漏ぺめ適応亮づ螂て「

2，適応状態とその要因　　．」 窯亭※引　＝膝i亭

邸状降燗即蝉鰍糊輝騨葺とり嘩
を検討ずる麟薇察嚇の櫛繍の平髄鍔準1
騰輝戦妬．．綱蝋で鑓応聴を三麟φグ
ル琳分け騨グノレ：吻入癖び分幣塀、趨

躍職織三？鰍幣？唾1
・峠㌧鞠表1 郵状勲グノレ戸わ1ナ1

講診攣卜上雌ト蝉群li甦群
、ス．、園後 二

　16人 』35

ll・1ゲ月　 13．6％　∫lr・72，0 二

17

14．0

1学期
終了時

r．
7、

14，5

85

72．6 12［8

3学期　　　1σ
1終 了時 　』 16．81

　76
ン67，3

　18■

15．9

次第に薄れている。このこ・とは，r三歳児あ場合ll 犬薗前

り繹験の葦が集園隼準への適応に持纏静な影響を及ぽ堪

ほ ぐ大きい吟のでにないζ．いうことであううか，再検討i

を要する乏ご．ろであるよ　 　』 』『’

、、

ゴ』．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ③、適魅態碑子騰晦「 ｛』i』【、ヨ魂

11親子関係調査瞳皇支配蝕目律ジ．愛情薗の暖かい7冷痩

いボ：不安の三つの勧禰成幽ており・得点畢峨
うズがゴその結果は第6表の通りである：。’標準化された曜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ド　ロ

4）；歳凪の基準蔓比琴木きな塑糞よ玖獄みられない。　i

　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　げ
・第6衷 ．親子関係調査の得点』 　　　　　　　　　拒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

r柚点畷低ら 劇鴨値1標準偏差

1　支配的因子
皿 愛1慨民子・

皿 不安因悉

　2　～　21

　　 ～5
23

♪・
、1 乍26己

1L7｝
14．O・

11，6
1　げ　・　■

3．35

2．99

・4，97、

，、D』邸構と鴛もり行動騨。 ili－1‘
入躍前の生活経験を知る手ががりどしてず1：、運動， 生活

蹴』対木鋤 遊び噸域での価騨妨、肋
蜥塑裸膿肇鱒．り1で膨彦硫1』

．．r第4表、子ども㊨行動艶達得点lr

1』1繍φ雌畷計 平 均値

’運こ　』r　動し

卑 活習慣，
部込、サ』 軌．

遊　　　　び

1　一～110

4　～、10
、．3　～　10．

’4　～　10』

　6．8

　 7． 7、

　 7．5

’

7．8

洛観察時点の適応上位群と下位群に・ういて，い親子関傑

灘辮欝ヂ鱒摩嬉1僻ゆ麹
　ら　　ド　 ドヘ　げ　　　　　　　　コピ　　

ぐ第了表・適応上位群ξ下位群Q親子関係調葺得点

工支配的因子

1立愛惰因子・

皿不安因子

1L69　10，82　 12，53　10，80

14’4411314114．1814，93

．9、：7513．53冬’9』5312．53＊
　　日　　』　　　　　　　『 　　　　　　・）

13．47　11，89

13184．．15．00

11，05・12．56

襯購緬適応上雌と下雌に勉て，』、御蝉

卿髄比脚燭り脚陵筋る，鱒睡郡て
櫛堆群騨働鱒の繍が酬なつ職傷、家庭
呼おけ幾生清降撃啄）豊かさが集邸隼活璋屡聾好彰響奪及

ぽすことが明らかである。特に，1学期終了まで璽壁專

ではその傾向が糊筋り・声聯府潔幽璽鰍が
多い。（表中の ＊は有意差あり1）

．しかし・い ・学期御衡3輔終字暗経舞翼

簾灘欝総糠灘解攣

．運．マ．

働 lr7－3＊＝6，2 ン7．7挙1』6．4．
ン”

．4＊

’生瀦蝶11 310二7・2』 8；5＊ ．74 7⑨
1対蛎釧3｝斜．す54 、、8，す＊

7』18』1
1漉一』1：旗’』

8．3＊』 飢21F 812
『17．6』 8．07

農・　一 計　 マそ1　3L9零 26．9　32乙9＊　　　　　　　　　　　　28．31　31．3

　5．9

75 一

　7．1

．．一7．3

27．9

郊ヲ百律夢蝉麹奪．璋碑位群と下雌の1
問殖得点め禾き訟楚“みち1紅な》・湖 不象り軸で嬬適壇i

下位獣繍鏑い即瑠め肱る占こ醐解畷
章畔酵く！…謄鰹僻蟹内曝鋳挙樫 くな1

至∫い麹こ拠 轡関係が嘩的な吻慾く1子
葛も…の発達や塗態に毒り変礁すう部分があiり1入園当初

解子嚇の影轡持鱒帳われ靴酔拷えら繊い
から当然のことであろう。しがし，いずれにしても親め

不安傾向は子どもの集団適応にマイナスの影響を及ぼす

ということは踏きる6』ヒ

、
3）保育回数1㌧（「し㌧r』 ㌧ ㌧＝ 1．｝・∵1

』い 』』じ1’

　母と子グ）教室では週…≡日保育のグノレ←ブと週み臼、保育

のグループがあるが，適応状態の経過を保育回数別にみ

だものが第8表である。三日保育の群では一日保育群に

比べ適応のよいものの割合が目だろて多ぐ，ノ下位群の割

合は少ないポまた1』 主日保育群では各観察時点を通1じ

℃、 ．次第に適応上位群の割合が増加し之おり・1二 逆にl 亭

日保育群では’ド位群の割合が増加し，三日保育群の保育

効果が大きいことを示している6∵バ1ごい轄〆1距ゼ』

一63一
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第8表　保育回数と適応状態 第m表　性別。適応状態

　　　　　　16人　　16　　17　　17　 27　　10
．＋2～＋1 2．7％22．934，7』

5、・．56．315．4

0 　22　　　35　　　22　　　31　　　工5　　　26

44．9　 50．0　44．9　45．6　31．3　40．0

一1～一2 　11191020
629

22，4　　27．1　　20．4　　2914 　12，5 　44．6

計 149人17・1 4gll681賂165
4） 生活年齢

聯匙撞ては注活鱗の差が璋応状騨囎す
るところが大きいと考え， 4月から9月までに出生した

、もヂ〉・坦月商ら3月まで磧出生し拝も¢1琴わけ適応状態

との関係をみた。第9表に示した通り，4月から9月に

出生した月齢の大きいものの方に適応状態がよいものの

割合が多く，月齢の小さい群と明らかな差が認められ

た。そしてこめ傾向は3学期終了時までに捲続じてい

る。；のことから三歳児の集団への適応の良否は生活年

聯礪係猷ぎべと棚らかである・

　第9表　生活年齢と適応状態

遮鍔1薄1講圭1讐　叢

　　　　　15〈117　14　20 16　21
＋階＋ 126，8％27．025．931，729．635．6

0 　21　　　　36　　　　23　　　　30　　　　16　　　　25

37．5　　57．1　　42．6　　47』6　　29．6　　42，4

一1～一2
　20　　10
35，7　　15．9

　工7　　　－13　　　22　　　13

31．5　　20．6　　40．7　　22．0

計 156人1163154い31副59
第11衷　きょうだい構成と適応状態

　　　　　人　　　　　11　8　13
十2～十1　　　　　％28，627．7
　　　　26，8

0 　22　16　16

53．757，134，0

　　　　　8　448
－1～一2
　　　　19，514，338．0

14 81012 7 17

34。129．621．．732．425，037，8

　16132413　9」7
39，048．152，235ボ132．工37．8

　11　　 6　　12　　12　　12　　11

26．822，226，132．442，924．4

　　　　　21人　　11　 22　112　　23　　14
＋2ん＋ユ34，4％19．636．721．14。，425．o

0 　33　　　－24　　　　31　　　 22」　 　22　　　　19

54．1　　41．4　　51，7　　38，6　、38．6　　33．9

一1～r2
　7 23 7231223
11．5　39．7　11．7　40．4　21．1　41．1

計 』161昏r581r6gl 57／57156

計 1癒128147141127146137i28145

この理由は明らかではないが，家庭内で赤ちゃん扱いさ

れていた末子が，集団生活参加を機に，生活の領域や経

験が拡大されるためであろうか。

　7）　適応の変化

　個々の子ξもについて，1学期終了時と3学期終了特

の適応得点の差を算出し，これを適応の変化とみた。こ

の変化量を5段階に区分し各要因とめ関連をみたむのが

第12…藻である。

　第12表 適応の変化量と各要因

　5＞性、、差　　　・r r　　　　』　！
　適応状態の経過を性別でみたものが第10表である。女

子に比べ男子に適応段階の低いものの割合が多く，各観

察時点を通じ女子の方が適応がよい傾向がみられる。

、・ ）』同胞ジ

　きょうだい構成と適応状態との関連をみたものが第11

表である。，入園後1ケ月の時点では末子に適応段階の低

いものが多く．みられるが， 次第に適応がよくなり3学期

終了時には， トー
子， 畏子と比べむしろよい適応状態を

示、している6 これに対し畏子では3学期終了時に適応段

階の低いものが多くなり，対照的な傾向をみせている。

十2～十1

　人
161191812、 墨55

517
　％17，215，832、722、6251413。518．537．8
33，3

0 　24　　29　　30　　23　　24　　129　　21　　11　　20

50．045．352，641，845，249．256．840．744．4一

　　　　　8．24
18

1417’ 51111 8
－1～一2　　　　16，637，531』625，432．125，429，740，717．7

計 ・1途164卜57国 53159137127国
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望月他・三歳児の集団生活への適応について

　保育回数でみると三日保育に，年齢でみると生れ月の

10月～3月までの月齢の小さいグルーブに，きょうだい

構成では末子に適応的変化の大きいものが多くみられ，

これらに保育効果が大きい。

　以上を総括的琴みると，入園前の生活経験の誰は入園

当初の集団への適応状態に影響が大きく，また，親子関

係調査における母親の不安傾向は子どもの集団生活適応

にも悪影響を及ぽすことが明らかである。しかし，これ

らの影響は1学期終了時，3学期終了時と集団生活経験

が長くなるにしたがって薄れていく傾向をみせており，

長期間にわたり強く持続的な影響を及ぽすことは少ない

といえそうである。これは子どもの年齢が小さレ．・だけ

に，集団生活参加後の生活の影響を受けやすいためであ

ろうと考えられる。ただ一つ運動領域の発達の差は，3

学期終了時まで適応状態との関連をみせており，三歳時

点における適応の良否にかかわる要因として見逃すこ と

ができない領域であるといえる。

　この他，適応状態の良否は，生活年齢及び保育日数と

の関連が大きく，月齢の大きいもの， 三日保育を受けて

いるものに適応のよいものが多かった。

　しかし，入園後の適応的変化の大きさからみると，三

日保育，月齢の小さい群，末子に変化の著しいものがあ

り，保育効果がみられている。

鯛査票1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼稚園生活の適応状態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入年月日　　昭和52年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　組）幼児名（　　　　　）

担任のお子さんの幼稚園の生活について，下記の項目のあてはまるところへ○印をつけて下さい。

1喜んで幼稚園に来ていますか…………・一・・…・喜んで来る　　　　ふつう　　　　　　いやがることがある

2お母さんからスムーズに離れますか…一……・離れる　　　　　母を気にして，ふり　離れない，泣く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向いたり，離れにく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうにする
3．

4．

にこにこ楽しそうな表情をしていますか一

名前を呼ぱれた時返礁ができますか一……

5．先生に対しては親しんでいますか一

一楽しそう

・P つも元気に

一親しんで来る

6．先生から話しかければ答えられますか一　一いつも元気よく

7．

8．

9．集団的課題や指示によく応じますか・・

10，

11．

12．

13．

14．

15，

16，

17．

18．

19．

20．

o

子どもから先生に話しかけてきますか………よく話しかける

集団場面で先生の話をよく聞いていますか…いつもよく聞いてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・いつもよく応じる

友だちの遊びの中に入っていますか…………いつも

友だちに話しかセナたり　　　　　　　　　　　　し、づも
講いかけたりして遊びますか……………一…

友だちと協力して遊びますか…………………協力する

友だちと物のとりあい，喧嘩が多いですか一

順番が守れますか………………甲…・一………いつも守る

動作が遅れがちですか・………………・・………いいえ

靴持物などの始末ができますか……………よくできる

食礁，排泄，着脱衣など　　　　　　　　　問題なくよくできる
生活習慣での問題がありますか………一……

絵画，制作，鋏の使用など
技能的な問題がありますか………………・・…

運動能力で問題がありますか…………一……一

ふつう

ふつう

ふつう

ふつう，もじもじす
るが答える、

ふつう

ふつう

ふつう

誘われれば入る

ふつう

少数なら遊ぶ

ふつう

大体守る

時に

ふつう

ふつう

間題なくよくできる　ふつう

問題なくよくできる　ふつう

課題，遊びに対し
集中性・おちつきがみられますか～・………一集中する

その他，問題や心配なことがありますか・一・ない

ふつう

ある（

表情が固い，緊張

できない，声が出ない
小さい声でする

近寄づてこない，さけ
る

答えられない

話さない

聞けない，席をたった
り勝手なことをする

はずれる，勝手なこと
をする，なじめない

入れない，傍観

話さない，誘いかけな
い

傍観，邪魔する

多い，いつも人に譲る

守れない

いつも遅れる

できない

問題がある，できない
こ・とカミ多レ、

劣る，できないことが
多い，やらない

劣る，できないことが
多い，やらない

集中できない

）
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